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[緒言 ]イオン伝導性高分子は固体高分子型燃料電池、センサーなどのデバイス応用や、生体に

おけるプロトン輸送のモデルといった多様な応用が検討されている。近年、イオン伝導チャネル

をナノスケール化することでイオン伝導度の上昇が報告されており、均一なナノサイズイオン伝

導チャネルの構築とそのイオン伝導度に関する研究が注目されている。そこで本研究ではイオン

性分子を導入した両親媒性高分子が形成する層状高分子集積体のナノサイズイオン伝導材料への

応用を試みた。 

[実験 ]層状高分子集積体は両親媒性高分子を Langmuir-Blodgett(LB)法により積層することで構

築する。優れた LB 膜形成能を有する両親媒性分子 N-dodecylacrylamide (DDA)とスルホ基を有す

る 2-acrylamide-2-methylpropane sulfonic acid sodium salt (AMPSNa)もしくはカルボキシル基を有す

るアクリル酸(AA)と共重合することで p(DDA/AMPSNa) および p(DDA/AA) (Fig.1a)を合成した。

これらイオン性部位を有する高分子の水面上単分子膜挙動について表面圧-面積等温線測定によ

り検討した。表面を疎水処理した各種基板に転写し、X 線回折測定により多層膜の構造解析を行

っ た 。 櫛 形 金 電 極 を 蒸 着 し た 基 板 上 に

p(DDA/AMPSNa)、p(DDA/DONH)をそれぞれ転写し、

恒温恒湿器中で交流インピーダンス法により任意の

湿度、温度でのイオン伝導度を測定した。 

[結果と考察 ]	
 p(DDA/AMPSNa)および p(DDA/AA)積層膜の X 線回折測定を行ったところ 2θ

=2.3 ˚付近に層間隔に由来する強い Bragg散乱を示し、これより 1層あたり約 2nm厚さの層状積層

構造を有していることが示された。この層構造はイオン性部位およびアミド部位からなる親水層

とドデシル鎖からなる疎水層より形成される。そこで、親水層がイオン伝導チャネルとして働く

と考えインピーダンス測定により伝導度測定を行った。p(DDA/AMPSNa)の積層膜におけるイオン

伝導度を層と平行および層に垂直な方向において測定したところ、層と平行方向では 2.5×10-3 

S/cm(20 ˚C, RH=100%)を示したのに対し層に対し垂直方向では 9.5×10-11S/cmであった。これより

層状高分子積層体における親水層がイオン伝導チャネルとして働くことが示された。発表では

p(DDA/AA)のイオン伝導度の結果についても報告する。 
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